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84.4.7
企画太郎
1534

要員体制
現状の体制
期待される削減工数


管理部
１．部長
1名
２．課長
4名
３．男子
37名
４．女子
15名
計
57名
・男子
2,400H／年
1.3人相当削減可能
・女子
600H／年
0.3人
〃
計

1.6人

経済効果
効果の種類
現　状
新ｼｽﾃﾑ
効果金額
備　考


省力効果
年間
5,940H
年間
2,940H
（年）
16,200千円
年間3,000Hの削減
3,000H×＠5.4＝16,200千円
・削減効果の内訳は、経済効果見積り表参照。


資金圧縮
平均月
20,000千円
平均月
16,000千円
400千円
平均月の圧縮額
4,000千円
金利10%とすると
400千円／年
の削減となる。

定性効果
１．以下の計画精度・事業計画内容の向上により、計画に対する達成意欲の向上が期待でき、確実な事業計画の遂行につながる。
・計画立案の工数削減により、立案および計画の修正が容易になるので、より実務的・現実的な
計画が立案できる。
・コンピュータの活用により、計画精度、損益試算などを行うことによって各部の関連性や各指標値に合致した計画となり、精度が向上する。
・コンピュータの活用により、試算および作表が容易なので計画のやり直しができ、納得のいく計画ができる。
２．他部門の計画の検索が容易になり、計画の関連づけができ、有機的結合が可能となるので、各部門の連携のとれたクイック・アクションが期待できる。
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